
 
 
 

 

 

議会運営委員会記録 

 

招集年月日  令和 ８ 年 ６ 月２９日 （月） 

招 集 場 所  日高市役所 第２委員会室 

開閉の日時  開 会  ６ 月 ２９ 日   午後 １ 時 ２８ 分 

  閉 会  ６ 月 ２９ 日   午後 １ 時 ４１ 分 

出 席 委 員 委 員 長 大 澤 博 行  副委員長 新 井  均 

 委  員 金 子  博  委  員 鈴 木 健 夫 

委  員 山 田 一 繁  委  員 森 崎 成 喜 

議  長 和 田 貴 弘  副 議 長 加 藤 大 輔  

    

欠 席 委 員 なし    

     

 説明のため 

 出席した者 

 の職氏名 

なし    

    

    

    

書   記 事務局長 滝 沢  淳 次  長 吉 野  修 

 主  幹 栗 山 秀 晶 主  査 木 村 郁 哉 

 

 事 件 

 

・議会運営に関する調査について 

調 査 の 経 過 

（別 紙 の と お り） 



調 査 の 経 過 

 

＜開 会＞ 午後１時２８分 

◦大澤委員長 ただいまの出席委員は、全員であります。これより議会運営委員会を開

会いたします。 

 

＜議会運営に関する調査について＞ 

◦大澤委員長 本日の議事は議会運営に関する調査となります。議会運営に関してのこ

とで議長から委員会開催の申し入れがございましたので、本日お集まりいただき

ました。詳細は、議長から説明をいただきたいと思います。 

和田議長。 

◦和田議長 ６月１６日、閉会日の全員協議会でもお話しをしましたが、一般質問の最

終日の城所議員のFacebookにおいて「議会運営のあり方として看過できない」と

の書き込みがありました。私も議長になりまして最初の議会運営でもありますし、

どこに問題があったのか不明瞭であったため全員協議会で確認しましたところ、

執行部側を含めてしっかりと調査したほうがよいというお話をいただきましたの

で、６月２２日に市長に対して議会運営に関する調査の申し入れを行いました。

この時対応いただきましたのは副市長でありました。 

３点ほどございまして、１点目は、執行部側の答弁としては、誤解を与えない

ためにも背景や経過に触れずに答弁するのが難しいものもある。２点目といたし

まして答弁は組織として行うものなので、事前調整なく「できる」「できない」

等、決裁も受けずに答えられない。もう一つが、そもそも、昨年９月に申し入れ

ました執行部との調整については、議長から注意を行った旨の話は聞いているが、

勤務時間外や当日朝の調整メール等が続いており、改善されていないと聞いてい

る。といったお話をいただきました。 

今回調査を進めるにあたりまして、議長だけで聞き取り調査などを行いますと、

偏った解釈になってしまうという場合もありますし、主観が加わってしまう危険

性も出てくることがございますので、副議長にもお願いしてありますが議会運営

委員会にも御協力をお願いするものであります。 

◦大澤委員長 ただいま議長から説明がありましたが、委員の皆さんから何かございま

すか。 

（なし） 

◦大澤委員長 なしですね。それではこの件につきましては、議会運営委員会の取扱い

案件とすることについて御異議ございませんか。 

（異議なし） 

◦大澤委員長 御異議がないようですので、そのように決定いたします。 

次に、調査の方法については、どのように行うのがよろしいでしょうか。皆様

のほうから何かございますでしょうか。 

金子委員。 

◦金子委員 今、議長のほうから説明がありましたけれども、議会運営について問題が

あるってまだ確定したわけではないのでね、執行部に委員会のほうに来てもらっ

て調査するのは無理がまだあるんじゃないかと感じます。今の段階では委員長、

副委員長、また副議長を含めた四役のほうで調査をしてもらって、その後問題が

あるのであれば委員会のほうで調査するということで進めていったらいかがでし



ょうか。以上です。 

◦大澤委員長 今、金子委員からこの件に関しまして議長、副議長、そして議運全員で

はなくて議運の委員長、副委員長ということで４名ですかね。その４名で調査に

当たるということの御提案がありましたけれども、ほかに皆様のほうからござい

ますか。 

（なし） 

◦大澤委員長 ないようでしたらその形で調査することでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

◦大澤委員長 では、その形で調査を進めていくことにさせていただきます。 

ほかに皆様のほうから何かございますか。 

（なし） 

◦大澤委員長 今の件につきまして、日程の調整の件ですけれども、調査は４名で議運

の委員長、副委員長、議長、副議長で進めますけども、議運としての日程をここ

で決めさせていただきたいと思いますが、いかがいたしましょうか。 

森崎委員。 

◦森崎委員 子ども議会が終わった時点でやればいいと思いますけど。 

◦大澤委員長 ちなみに子ども議会の確認ですけど７月２３日でよろしいですか。 

（はい） 

◦大澤委員長 では７月２３日の子ども議会の午後。執行部のほうもいろいろあるでし

ょうから２時頃ですかね、午後というと。それでどうでしょうか。 

（はい） 

◦大澤委員長 では整理します。次回の議運の日程ですけれども、７月２３日木曜日午

後２時からということで御異議ございませんか。 

（異議なし） 

◦大澤委員長 御異議がないようですので、そのように決定をさせていただきます。 

なお、それまでに、調査結果がまとまっていれば、調査結果の報告をさせてい

ただき、まとまっていない場合でも中間報告をさせていただければと存じます。 

 

＜その他＞ 

◦大澤委員長 続きましてその他でございますが、委員の皆様から何かございますか。 

山田委員。 

◦山田委員 ６月議会のときの委員長報告に対する質疑の答弁のところ、私はちょっと

勘違いがあったので、９月議会で訂正する形になると思うんですけど一応議運な

ので報告しておきます。地方議会運営事典に書かれていたものを、法律というふ

うに、勘違いしていますので、それを改めて訂正させていただきます。以上です。 

◦大澤委員長 今の山田委員のおっしゃったことに対して何かございますか。 

加藤副議長。 

◦加藤副議長 最終日の委員長報告に対する質疑のところの発言についての今の御発言

だったと思うんですけれども、私の方でも反省があるといいますか委員長のほう

であのような形で話をしていただいたわけですけれども、本来であれば、そのと

きに一旦休憩を議長に求めるなどして、議会運営上で言うならば、内容の確認を

すべきだったかなというようなことも思っています。ですので、私もその時疑義

を抱きながら確認ができなかったので、そういったときは勇気を持ってというの

も変な表現ですけれども、一旦止める申し入れを議長にするなどして確認をした



上で、丁寧な議会運営に努めるのも、必要かなというようなところを考えており

ます。 

皆さんの御意見もあると思いますけれども、議会運営でどうしても当日いきな

りバッと起こることが多いので、そういったときには議会運営委員会の皆さんに

御協力いただいて、確認しながら丁寧な議会運営を心がけるべきというようなこ

とを考えます。以上です。 

◦大澤委員長 それでは山田委員からお話がありました６月定例会の委員長報告に対す

る質疑の対応ですね、答弁ですかね。その件で地方議会に関する運営の中のこと

と法律を、解釈を間違えて発言してしまったというお話がありまして、そのこと

が９月議会でお話をされるっていうことでよろしいと思います。 

また、加藤委員のおっしゃっていたように、議会の中ですから、流れの中でい

ろんなケースバイケースでいろんなことが起こりますけども、疑問点みたいなこ

とが脳裏によぎりましたら、暫時休憩を入れていただいて、皆さんで確認しあう

のも一つの方法ではないかということですけども、そのような感じで進めていく

ので、よろしいでしょうか。 

（はい） 

◦大澤委員長 ではそのように今後、よろしくお願いしたいと存じます。 

ほかに皆様のほうから、本日の問題について、何かございますでしょうか。 

鈴木委員。 

◦鈴木委員 この城所議員のときに、ちょうど時間がですね、６０分って決められてい

る中なんですけども、ゼロになってから、ちょっとこう続いたような気がするん

ですけども、これは本来はゼロになったら終わりだっていうふうな確認をさせて

いただければと思うんですけども。これいかがなんですか事務局のほう。ゼロに

なったら終わりなんですよね。それともゼロ１分までいいんですか。 

◦大澤委員長 ちょっとそれは議長に、和田議長のほうから。 

和田議長。 

◦和田議長 今、ただいま鈴木委員からのお話ですが、あの時点で、もう残り時間が少

なかったのですが、私の手元のモニターのところに残り何秒と出る中で、見てい

た中で、６０分で終わりというのは十分認識しております。 

その中で、どちらか発言している途中であれば、打ち切る頭でもちろんいたん

ですよ。今後もそうするつもりです。それで、あのときの状況からすると、城所

議員が再質問をした後に、執行部側が答弁する部分で、その隙間のタイミングが、

残りがあったんですね。あったというのか間といいますか、あった中でしたので、

そのままただ、無言の状態が続いたと言えばいいのか、実際そうだと思うんです。

それがすごく中立な状態といいますか、そのような状況だったので、そのまま流

れていって、結果ああいった形で、私の判断でさせていただきました。 

◦大澤委員長 鈴木委員。 

◦鈴木委員 とりあえず細かなところはいいんですけど、今後６０分間で決められてい

るので、そのゼロになったら終わりだというふうに、確認っていうか、していて

いいわけですね私達はね。はい、わかりました。 

◦大澤委員長 和田議長。 

◦和田議長 ただいま鈴木委員がおっしゃったとおりです。 

◦大澤委員長 はい、それでは残り時間がゼロ表示になった場合は、今のとおりでお願

いしたいと存じます。 



ほかに皆様のほうからございますか。 

（なし） 

 

＜閉  会＞ （午後１時４１分） 
 

◦大澤委員長 ないようでしたら、以上で議会運営委員会を散会いたします。 

 

 

 

 

議会運営委員会 

 

委員長 大 澤 博 行 


